
質の高い中古ドメインを 
取得するための 
『７つの選定基準』



はじめに： 

企画が決まってから開始まで時間がなかったので、 
説明が不十分な部分や内容が抜けてる箇所もあるかもしれません。 

なので、もし動画の内容で分からないことがあれば、 
音声の際に質問して下さい。 

ちなみに、以前も同じような企画をやったのですが、 
１週間で上位表示が狙えるドメインを取れた人もいたので、 
是非みなさんもチャレンジしてみて下さい。
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ここ半年でも、Googleのアルゴリズムは大きく変化した。 

なので、以前は重要じゃなかったことが今は重要になってたり、逆もまた然り。 

過去の情報より、選定基準が変わってる箇所は多々あるので、 
僕の情報をきっかけにドメイン選定してる人は、どこが変化したのかも 
頭に入れながら動画を視聴してください。 

初めての人は、選定自体は難しくないけど、 

SEOは奥が深いから簡単ではないと言うのは頭に入れておくといいです。 

この動画見たからと言って、すぐには取れないと思うので、 
１週間で添削もしっかり出して、きっかけを作ってもらえると嬉しいです。 
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おさらい：７つの選定基準とは？

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！ 
基準②：エイチレフスのバッチ分析で見るべき箇所を理解する！ 
基準③：サイトコロンの結果を把握する！ 
基準④：リダイレクトの有無や内容を確認する！ 
基準⑤：運用履歴やジャンルを把握する！ 
基準⑥：被リンクの数や質をチェックする！ 

基準⑦：オーガニックトラフィックやキーワードの状況からSEO対策してるか判断する！ 

これら7つの基準すべてを正しく理解して選定する必要があります。
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エキスパイアードドメインとは？ 
世界中の失効したドメインが表示されてるサイト。（無料） 

→https://member.expireddomains.net/ 

いろんなTLDが選定できる。 

ざっくりとした流れとしては、 
ここから気になるドメインを探して、 
ドメイン販売サイトから購入する。

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！ 
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中古ドメインの基本情報： 

安いものだと、comドメインが1円、 
jpドメインが330円と言った低価格で購入可能。 

高くても１つ千円以内。 

ほぼリスクがないので、中古ドメインの初心者にはピッタリ。 

ただJPドメインは、1ヶ月に1度、毎月1日にだけ排出（朝の6時台) 
そのほかのTLDは、毎日排出（朝の4時台)。

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！ 
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そして、TLDで圧倒的に強いのがJPドメイン。 

理由は、検索エンジンでは自国のTLDが評価されやすいから。 

なので、JPドメインだけを取得する人もいるが、 

JP以外でも使えるドメインはいっぱいあるので、 

最初はJP以外もガンガン取ってテストするのがオススメ。 

日本語か？外国語か？ 

JPで日本語＞JP以外で日本語＞JP以外で外国語

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！ 
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ただ・・・凄く便利だけど、ドメインの数が多すぎる。 

そこで使うのが、最初から 
エキスパイアードドメインに備わってるフィルター設定。 

このフィルター設定を使って、 
低品質なドメイン、使えないドメインを 
最初からふるいにかけて落とす。

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！ 
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ただ、フィルター設定をしたからと言って、 
生き残ったドメイン全部が、 
高品質で使えるドメインだと言うことではない。 

目視で見たら明らかに使えないけど、 
フィルターを潜り抜けてくるドメインもあるので、 
最終的には自分で判断することが重要になってくる。 

では、次に、具体的なフィルター設定のやり方や 
設定箇所の意味について説明していきます。 
（注意：紹介する設定が全てではない）

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！ 
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①エキスパイアードドメインを開いたら、取得したいTLDを選択する！

JP以外を探す場合(毎日)は、『Deleted Domains』をクリック。

JPドメイン(1日)を探す場合は、『ccTLDs JKL』をクリック。

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！ 
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②『Show Filter』をクリックする！

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！ 
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https://member.expireddomains.net/domains/combinedexpired/


③COMMONをクリック！（JP、JP以外）

バックリンク：被リンク、　ACR：Wayback Machineの履歴数  

WBY：ドメインの運営開始時間、　ABY：ドメインが、archive.orgに初めに登録された日付

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！ 
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④Additionalをクリック！
JP以外の場合

Related Domains CNOBI（関連ドメインの数）例：sample.jp sample.com sample.net 

関連ドメインが多いとアフィリやEC業者が取得してる可能性が高い

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！
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④Additionalをクリック！
JPの場合

co.jpは法人ドメインなので取得できない。jpにチェックを入れると省ける。

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！ 
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SV(サーチボリューム)： キーワードプランナーで検索されたキーワードの数。 

例：商品名、人物名、などSEOで検索されそうなキーワードが入ってるドメイン。 
こう言うのは基本的に使えない。 
自然な名前のドメインなら、SV（サーチボリューム）の数が増えない。

⑤Adwords & SEOをクリック！（JP、JP以外）

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！ 
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マジェスティックはドメイン検索ツールの１つ。 
ここの設定でかなり表示数が変わってくるので自由度が高い。 
幅広く探したければ、何も設定しなくてもOK!

⑥Majesticをクリック！（JP、JP以外）

Citation Flow(サイテーションフロー)：被リンクを受けてる数  

Trust Flow(トラストフロー)：サイトの信頼の数値 

Domain Pop：リンクを受けているドメインの数

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！ 
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⑥Apply Filterをクリックして保存！

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！ 
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Saved Searchesに保存される！

基準①：エキスパイアードドメインのフィルター設定をマスターする！ 
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https://app.ahrefs.com/

ドメイン分析ツールは、 
MOZがなくてもエイチレフスのみでOK! 
スパムスコアが高くても使えるものはあるので気にしない。
①more→Batch Analysisをクリック！

基準②：エイチレフスのバッチ分析で見るべき箇所を理解する！ 
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https://app.ahrefs.com/
http://www.apple.com/jp


②コピーしたドメインを貼り付ける！

基準②：エイチレフスのバッチ分析で見るべき箇所を理解する！ 
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③オーガニック検索のキーワードが１以上を探す！

SEOを意識してたサイトは、オーガニックキーワードの数が多い。 
実際、アフィリ系はSEOを意識してるのでオーガニックキーワード多い。 
インデックスが速い傾向にある。 
ドメインランクは高いに越したことないが、そこまで重要ではない。

基準②：エイチレフスのバッチ分析で見るべき箇所を理解する！ 
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④オーガニックトラフィックの数値を確認する！

０は避ける。ここも高ければ高い方がいい。

基準②：エイチレフスのバッチ分析で見るべき箇所を理解する！ 
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検索結果に何も出てこない場合、 

ペナやアップデートを受けてた可能性があるので避けてもOK! 
最低でもトップページが出てるドメイン。

基準③：サイトコロンの結果を把握する！
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①検索窓にsite:ドメイン名で検索する！



■避けるべきジャンル： 

アフィリサイト、ECサイト、中華系、アラブ系、ロシア系、

明らかに２オーナー以上だと分かる場合も避ける。

基準③：サイトコロンの結果を把握する！
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ここで、 
・どんなサイトだったか？ 
・どんな運営をしてたか？ 
を見ること。



https://archive.org/web/
ウェイバックマシーン：過去の運用履歴が確認できるツール

基準④：リダイレクトの有無や運営内容を確認する！
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①検索窓にコピペして検索！

https://archive.org/web/


②リダイレクトの有無をチェックする！

運用期間・・・期間より運営内容や濃さ。失効して間もない方がいい。

基準④：リダイレクトの有無や運営内容を確認する！
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リダイレクト・・３０１や３０２は避ける。緑がリダイレクト。 
他のサイトに飛ぶ場合は避ける。 
リダイレクトの判断は難しいので、分からなければ添削に。

基準④：リダイレクトの有無や運営内容を確認する！
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サイト内容・・・ワンオーナー、クリーンな運営をしてたサイト。更新頻度や個別記事。 

最初と最後の履歴の内容が同じであれば、ワンオーナーだと言える。 

履歴確認が面倒な人は『ドメイン転生』を使うのも手。

基準⑤：運用履歴やジャンルを把握する！
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ドメイン転生で見た場合
https://domain-tensei.com/

基準⑤：運用履歴やジャンルを把握する！
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https://domain-tensei.com/
http://www.apple.com/jp


①エイチレフスのダッシュボードにドメインを入れて検査！

基準⑥：被リンクの数や質をチェックする！
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被リンク数より参照ドメイン数が重要。極端な話、どれだけ被リンクが多くても 
１つのドメインから受けてたら意味がない。 
例：１ドメインから１００リンクと、１００ドメイン１００リンクでは意味が違う。 
参照IPより参照ドメインが多い場合は下手な自演リンクをやってる可能性があるから注意。 
普通ではもらえない被リンクが理想！

基準⑥：被リンクの数や質をチェックする！
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基準⑦：オーガニックトラフィックや 
　　　　キーワードの状況からSEO対策してるか判断する！ 
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①エイチレフスのオーガニック検索をチェックする！



基準⑦：オーガニックトラフィックや 
　　　　キーワードの状況からSEO対策してるか判断する！ 
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ここまでの７つの選定基準をクリアしたら取得！
購入はお名前.com一択。 
理由は圧倒的にやすいから。
https://www.onamae.com/

ドメインを購入する！ 
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メールマークはすでに取得されてる 
チェックできる、▲になってるのは購入可能。

ドメインを購入する！ 
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ドメインを購入する！ 
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ただ、１アカウントで安く取得できる数は決まってる！

ドメインを購入する！ 
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①

②

③



捨てメアドでアカウントを量産できる
https://m.kuku.lu/

ドメインを購入する！ 
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https://m.kuku.lu/


ドメインを購入する！ 
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①

②



ドメインを購入する！ 
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①

②



申し込み後は、ドメインの自動契約を解除しておく。

ドメインを購入する！ 
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①
②



あとは、 

・サーバー設定 
・サーチコンソール登録（ペナや警告の確認）  

・ワードプレス設定  

を済ませてテスト記事作成。 

ただ・・数を多くドメインを取って試すとテスト記事の作成が大変。 
なので、Cワードという記事作成ツールを使うのがオススメ。

ドメインを購入する！ 
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取得後のテストも重要。 

やり方を間違えるとドメインの質を正しく判断しずらくなる。 

テストのやり方の解説動画は、 
期間中に音声をした方のみに配布します。 

音声の希望日アンケートの記入もお願いします。

ドメインを購入する！ 
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